
 

ネバダ州（サンディ・スペンサー） 
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ネバダ州 

アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム 
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散乱ごみ除去プログラム（WEB サイト） 

 

● アダプト・ア・ハイウェイ・プログラム 

 

 ・1990年に、ボランティアで活動する個人・団体によるプログラム開始 

 ・他の 40州と類似したプログラム 

 ・養子縁組した道路脇に記念のサインボードを立てる 

 ・プログラムは、安全を確保しながら、意義あることを行なって、楽しみな

がら教育的な意識（市民の責任意識の向上、地域を誇りに思う精神性の向上、

友情）を育むよう設計されている。 

 ・税金の無駄をなくすことを狙いとしている 

 ・プログラムには、官僚主義を極力排除し州交通局の関与も最少としている 



 

 ・参加者が自分の都合の良い時に責任を果たせるように設計されている 

 

社会奉仕団体や個人向けのアダプト・ア・ハイウェイ・プログラムは、様々

な種類の道路で実施することができる。各地区のコーディネーターは、どの

場所が最適な活動場所かを一緒に探すお手伝いをします。 

 

ときに、交通量、路肩の大きさ、見通しの悪いところ、地形、のり面、通い

難さ、ゴミ回収頻度、その他安全性などの条件によってはボランティア団体

には不向きな場合もあります。 

 

ネバダ交通局は、あなたの団体が希望する箇所をアダプトできるかどうかを

確認して連絡します。もし、希望する場所がアダプトできない場合には、代

替ロケーションを提案します。 

 

詳しくは各地区の担当へ問い合わせください 

 ・南ネバダ州地区（ラスベガス・エリア） 

 ・北ネバダ州地区（リノ・エリア） 

 ・北東ネバダ地区（エルコ・エリア） 

 

 

● スポンサー・ア・ハイウェイ・プログラム 

 

社会貢献をしていることを地域に認識させたい企業や団体は、ネバダ州交通

局が認定した以下に示した３社の清掃業者を通じて、ラスベガスやリノの通

行車両数の多い都心エリアのアダプトが行えます。 
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公共散乱ごみ清掃プログラム（会社 3社） 

 

 ・アダプト・ア・ハイウェイ散乱ごみ除去サービス 

 ・アダプト・ア・ハイウェイ管理会社 

 ・アダプト・ザ・ハイウェイ会社 
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ネバダ州地区割 

 

ネバダ州は大きく３つの地区に分かれている 

 

 ・第一地区-ラスベガス地区 

    分区-トノパー分区 

 

 ・第二地区-リノ地区 

 

 ・第三地区-エルコ地区 

    分区-エリー分区 

    分区-ウイネムカ分区 
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ネバダ州アダプト活動団体（地区別） 

 

・第一地区-ラスベガス地区 

 100団体、5,074マイル、活動者数 98名 

 ・第二地区-リノ地区 

 55団体、3,510マイル、活動者数 281名 

 ・第三地区-エルコ地区 

 32団体、4,734マイル、活動者数 144名 
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ニュースレター（サンプル）
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チャレンジ-課題の克服（1） 

 

 ・安全対策/子ども 

 ・12 歳未満の子どもはプログラムに参加できない。12 歳以上 18 までの子ど

もは、グループ内の大人の監督の下でなら可、ただし州交通局の職員が必ず

同席し、「作業中」の警告表示と装備は必須とする。 
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チャレンジ-課題の克服（2） 

 

 ・参加者数の確保 

 ・年間 4回の活動回数を維持することが困難 

 ・ネバダ州は、天気が悪いことが多い 
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ANSI タイプ II のベスト着用義務付け 

 

米国規格協会（ANSI）の定めるタイプ IIの安全ベスト（反射板がどの方向から

も見えるよう向きと一定の面積を担保）を着用することが義務付けられている。 
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参加者を増やす工夫 

 

・地域の地元活動やイベントと抱き合わせで行う 

 ・アーバー・デイ（緑の日） 

 ・アース・デイ（地球の日） 

 ・国有公用地の日 

 ・地元コミュニティにプライドを持とう！の日 

 ・地元の埋め立て処理場の無料引き取り日 

 ・リサイクル・イベントの日 

 ・感謝状 
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その他のプログラム 

 

・スポンサー・プログラム - 交通量の多いハイウェイの清掃を、事前に認

定された業者を雇うことによってアダプトする。 

 ・年に一度の単発イベントとして、大規模な人数で一斉清掃を行なう。 

 



 

12)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 

 

エド・ウイルソン プログラム担当官 III 

サンディ・スペンサー プログラム担当官 I 

 

 


